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-ICT を活用した音楽教育への取り組み- 

 
Rhythm audio sample creation for the purpose of combining digital and analog 

- Music education activities using ICT - 
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1.研究の経緯 

勤務校で ICT 機器が導入されてから 3 年が過

ぎた。本研究は、この 3 年間を振り返り、ICT の

ない音楽教育（アナログ的な学び）と、ICT（デ

ジタル）の良いところを融合させて新たな音楽

教育を作ろう、という思いから始まった。研究

では「五感」にも触れている。五感は人間が生

きていく上で欠かせない重要な感覚機能であ

り、私が授業を考える上で常々意識してきたも

のである。本発表では新たな学びの実践の様子

と結果の報告を行う。 

2.目的 

ICT のない音楽教育（アナログ的な学び）と 

ICT（デジタル）との融合を図る。五感を研ぎ澄

ませ、鍛えられるような活動内容を考える。 

3.実践の内容 

(1)音への意識づけ-音を追いかける、音採集- 

(2)ジョン・ケージの世界 

(3)世界を知る、人を知る-アフリカ編- 

(4)音楽理論 

(5)ドラム演習 

(6)GarageBand によるリズムオーディオサンプ

ル創作 

(7)鑑賞 

中学 3 年生の授業内で実践。(全 11 回)内容

の詳細は口頭発表にて述べる。 

 

 
4.結果 

(1)作品について 

五感を使い現象を多面的・多角的に捉えられ

るようになったことで、リズムサンプルと絵を

同時に制作する、といった視覚的要素を含んだ

作品や、ICT 機器を駆使して人間の身体能力を

超えることを目的にした作品など、枠に捉われ

ない自由な作品が多く生み出された。ドラム演

習といったアナログ的な学びの先に ICT 活用

（デジタル化）があることで、表現したいもの

を具体的に想像できるようになり、作品の質が

上がった。 

(2)生徒の様子 

実践の内容(1)(2)(3)では、様々な音や曲、思

想に触れ、音や芸術作品への捉え方が変わった。

(6)での sampler 活用にも生かされた。(6)の音

の入力作業では(5)での経験が生かされた。エ

フェクト、sampler 機能を使い、音を加工する

ことを楽しんでいた。(7)では個性を認め合い、

良い作品とは何か改めて考えるようになった。 

5.まとめ 

ICT 機器は直感的に使用できるので「五感」

を意識した活動と相性が良かった。今後も今ま

で培われてきたものに ICT の良い面を取り入れ

て生徒たちの心に深く残るような音楽教育を

考えていきたい。 
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